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最近の感染症の話題最近の感染症の話題

予防接種で予防可能疾患の国内予防接種で予防可能疾患の国内状況状況

平成平成2020年年1212月月2525日日

国立感染症研究所感染症情報センター国立感染症研究所感染症情報センター
岡部信彦岡部信彦

日本日本の予防接種スケジュールの予防接種スケジュール
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■■ 発生累積報告数（定点把握対象疾患）発生累積報告数（定点把握対象疾患）
全国の定点医療機関より報告された数を示しています。全国の定点医療機関より報告された数を示しています。

67,773200,639187,837127,59284,734180,827254,711132,87769,070小
流行性耳下腺炎
（ムンプス）

7981,1407731,0281,6252,9851,2541,8731,126基無菌性髄膜炎

3,1325165371,5478,28512,47333,81222,5525,875小
麻 疹（成人麻疹
を除く）

4,8345,2946,2336,6926,4476,1325,2544,3212,129基
ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

4635098954,2392,7952,9712,5613,1232,972小風 疹

2,9261,5041,3582,1891,5441,4581,7603,8042,653小百 日 咳

9623975946244093142683基成人麻疹

245,706265,453242,296245,941250,561263,308271,409275,036162,424小水 痘

388350309379298300278256235基細菌性髄膜炎

............
99

（～11/4）
108134149129基急性脳炎 *

1,210,514900,1811,563,662770,0631,162,290747,010305,441769,96465,471イインフルエンザ

2007**2006200520042003200220012000
1999
（14週
～）

イ：インフルエンザ定点イ：インフルエンザ定点 全国全国約約5,0005,000（内科（内科 約約2,000 2,000 および小児科および小児科 約約3,0003,000））、、小：小児科定点小：小児科定点 小児科小児科全国全国約約3,0003,000
基：基幹定点内科及び小児科医療を提供する基：基幹定点内科及び小児科医療を提供する300300人以上収容する病院人以上収容する病院 全国約全国約500500
＊2003年11月5日以降、全数把握対象疾患。** ペニシリン耐性肺炎球菌感染症は2008年1月16日現在報告数。それ以外は2008年1月8日現在報告数。

急性脳炎には麻疹脳炎、風疹脳炎、インフルエンザ脳症などが含まれる。
無菌性髄膜炎にはムンプス髄膜炎など、細菌性髄膜炎にはHib,肺炎球菌性髄膜炎などが含まれる。 スライド：多屋馨子

（（2008/8/29 IDSC2008/8/29 IDSC更新）更新）

■■ 発生累積報告数（全数把握対象疾患）発生累積報告数（全数把握対象疾患）（（2008/8/29 IDSC2008/8/29 IDSC更新）更新）

8811711510173106809166破傷風

0021011110先天性風疹症候群

1714102118981510髄膜炎菌性髄膜炎

216167188166
12**

（11/5以降）
............急性脳炎 *

197228209241245332330425510B型肝炎

1077518575日本脳炎

020000000狂犬病

000000000黄 熱

154320170139303502491381763A型肝炎

124556862451505839コレラ

000000001ジフテリア

000000000ポリオ

0000
0

（11/5以降）
............痘そう

2007
（08/1/8現

在）
2006200520042003200220012000

1999
（14週～）

*2003年11月5日から対象疾患。
** 2003年11月4日以前は、定点把握対象疾患。

スライド：多屋馨子
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百日咳定点当たり報告数週別推移百日咳定点当たり報告数週別推移

20082008年は例年と比べて発生報年は例年と比べて発生報
告数が多い状態が続いている告数が多い状態が続いている
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百日咳定点累積報告数年齢別割合年別推移（2000～2008年第35週）

0歳 1歳 2‐3歳 4‐5歳 6‐7歳 8‐9歳 10‐14歳 15‐19歳 20歳以上

百日咳小児科定点累積報告数年齢別割合年次別推移百日咳小児科定点累積報告数年齢別割合年次別推移2020歳以上の報告割合は歳以上の報告割合は
年々増加してきている！年々増加してきている！

00歳児を含めた乳幼児歳児を含めた乳幼児
の割合は年々低下しの割合は年々低下し

てきているてきている
20002000～～20082008年第年第3535週（週（88月月2525日～日～88月月3131日）現在まで日）現在まで
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感染症発生動向調査 9 月3  日現在 週

診断週にもとづいた報告数

麻疹麻疹報告の数週別推移（報告の数週別推移（20082008年第年第11～～3535週）週）

総累積報告数総累積報告数=10711=10711

第第1717週を週を22つ目のピークつ目のピーク
として、以降は減少傾向として、以降は減少傾向

が続いているが続いている

20082008年第年第3535週（週（88月月2525日～日～88月月3131日）現在まで日）現在まで
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臨床診断例 検査診断例

（感染症発生動向調査（感染症発生動向調査**より）より）**国立感染症研究所感染症情報センターによるまとめ国立感染症研究所感染症情報センターによるまとめ

全数把握にて捉えられた全数把握にて捉えられたわわが国のが国の
風疹患者における都道府県別報告数風疹患者における都道府県別報告数

（（20082008年年11月月11日～日～77月月22日：日：227227例）例）

結核研究所ＨＰ：「結核の統計結核研究所ＨＰ：「結核の統計20072007」より」より
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日本におけるポリオの現状日本におけるポリオの現状

•• 我が国では、野生ポリオウイ我が国では、野生ポリオウイ
ルスは、ルスは、19711971年と年と19801980年に各年に各
11例ずつ分離されたのみ例ずつ分離されたのみ
–– 19811981年以降は検出なし年以降は検出なし

•• ワクチンに関連して発症したワクチンに関連して発症した
麻痺患者（麻痺患者（VAPPVAPP）出現割合）出現割合
–– 450450万回投与に万回投与に11例例

–– 二次感染後の発症：二次感染後の発症：550550万回に万回に11
例例

出典：出典： 予防接種必携（平成予防接種必携（平成2020年度）年度）国立感染症研究所感染症情報センター国立感染症研究所感染症情報センターHPHPよりより

報告患者数 推定患者数 超過死亡数

2002/2003 118万人 1,485万人 11,000人

2003/2004 77万人 923万人 2,400人

2004/2005 150万人 1,770万人 15,100人

2005/2006              96万人 1,116万人 6,800人

報告は全国5000カ所のインフルエンザ定点医療機関より
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WHO, 22 Sep 2008
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HH１１NN１分離株１分離株ののNANA遺伝子塩基配列の決定およ遺伝子塩基配列の決定およ
びびNAINAI薬剤感受性試験による薬剤感受性試験によるタミフル耐性株発タミフル耐性株発
生頻度生頻度

20072007年年 277277株中株中11株株 （（0.40.4％）％）
20082008年年 1,3601,360株中株中2222株株 （（1.61.6％）％）

地域別では、本州を中心に全国的に耐性株が地域別では、本州を中心に全国的に耐性株が
散見され、横浜市、鳥取県、栃木県、岐阜市で散見され、横浜市、鳥取県、栃木県、岐阜市で
複数の耐性株が同定された。複数の耐性株が同定された。

しかし、これらの発生頻度は欧米や香港などしかし、これらの発生頻度は欧米や香港など
の諸外国に比べて著しく低く、これまでの国内での諸外国に比べて著しく低く、これまでの国内で
の頻度と比べても特別に高いとはいえなかった。の頻度と比べても特別に高いとはいえなかった。
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報告週報告週 報告自治体報告自治体 感染地域感染地域 年代年代 性別性別

・第・第1111週週 広島県広島県 茨城県茨城県 1010代代（発病は（発病は20062006年）年） 男性男性

・第・第3939週週 熊本県熊本県 熊本県熊本県 6060代代 女性女性

・第・第3939週週 福岡県福岡県 福岡県福岡県 4040代代 男性男性

・第・第4343週週 石川県石川県 石川県石川県 8080代代 死亡死亡 女性女性

・第・第4343週週 福岡県福岡県 福岡県福岡県 7070代代 女性女性

・第・第4444週週 石川県石川県 石川県石川県 6060代代 男性男性

・第・第4444週週 山口県山口県 山口県山口県 6060代代 男性男性

・第・第4545週週 島根県島根県 島根県島根県 7070代代 女性女性

・第・第4747週週 愛知県愛知県 愛知県愛知県 4040代代 死亡死亡 女性女性

・第・第5151週週 鳥取県鳥取県 鳥取県鳥取県 4040代代 男性男性

感染症発生動向調査より感染症発生動向調査より

20072007年年に報告されたに報告された日本脳炎患者日本脳炎患者

20082008年年に報告されたに報告された日本脳炎患者日本脳炎患者
20082008年年1111月月66日現在日現在

診断週診断週 報告自治体報告自治体 感染地域感染地域 年代年代 性別性別

•• 第第3535週週 茨城県茨城県 茨城県茨城県 6060代代 男性男性

•• 第第3939週週 愛知県愛知県 愛知県愛知県//奈良県奈良県 5050代代 男性男性

•• 第第4343週週 茨城県茨城県 茨城県茨城県 5050代代 男性男性

感染症発生動向調査より感染症発生動向調査より
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8年半の間に50名の患者報告

ブタの日本脳炎ウイルス感染状況，ブタの日本脳炎ウイルス感染状況，20020066～～20020088年年

感染症流行予測調査より

２００６年 ２００７年 ２００８年
（１１月２８日現在）
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報告数

2000～2007年流行性耳下腺炎定点累積報告数年別推移

流行性耳下腺炎定点累積報告数年次別グラフ流行性耳下腺炎定点累積報告数年次別グラフ
（（20002000～～20072007年）年）

流行性耳下腺炎は流行性耳下腺炎は44～～55年周期で増年周期で増
減を繰り返している減を繰り返している

水痘：年別週別定点あたり患者報告数水痘：年別週別定点あたり患者報告数

感染症発生動向調査感染症発生動向調査よりより

週週

定点あたり定点あたり
報告数（人）報告数（人）

55月の月の
連休連休

年末年末
休暇休暇

年始年始
休暇休暇
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ある感染症（新型インフルエンザに限らず）が流行した時に、

よくある感染症もはやり始めたら、
ダブルパンチ・トリプルパンチ！
（乳児健診、一般予防接種まで手が回らない）

• ポリオ（小児まひ）

• 麻疹（はしか）、風疹

• 結核

• ジフテリア、百日咳、破傷風

• 日本脳炎

• ムンプス（おたふくかぜ）、水痘（水ぼうそう）、

• ヘモフィルスインフルエンザ、肺炎球菌

• これらは今日からでも明日からでも、

新型インフルエンザ流行時のリスクを減らします

国立感染症研究所国立感染症研究所 感染症情報センター感染症情報センター

岡部信彦センター長岡部信彦センター長

第一室第一室（谷口清州室長）神谷（谷口清州室長）神谷 元、元、菅原民枝、大日康史、菅原民枝、大日康史、森兼啓太森兼啓太

重松美加、重松美加、松井珠乃、松井珠乃、中島一敏、中島一敏、砂川富正、砂川富正、大山卓昭大山卓昭

第二室第二室（多田有希室長）齊藤剛仁、島田智恵、（多田有希室長）齊藤剛仁、島田智恵、安井良則、安井良則、山下和予山下和予

第三室第三室（多屋馨子室長）（多屋馨子室長）山本久美、山本久美、佐藤佐藤 弘、新井弘、新井 智智

第四室第四室（藤本嗣人室長）松野重夫（藤本嗣人室長）松野重夫

第五室第五室（伊藤健一郎室長）（伊藤健一郎室長）

第六室第六室（木村博一室長）（木村博一室長）

国立感染症研究所国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース（実地疫学専門家養成コース（FETPFETP－－J)J)
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19991999年から年から20072007年にかけての先天性風疹症候群年にかけての先天性風疹症候群（（CRSCRS））の報告状況の報告状況

0020072007年年

0020062006年年

愛知、大阪愛知、大阪2220052005年年

岡山（岡山（22）、東京（）、東京（33）、）、
鹿児島（鹿児島（11）、神奈川（）、神奈川（11）、）、

熊本（熊本（11）、長野（）、長野（11）、）、
大分（大分（11））

101020042004年年

広島広島1120032003年年

岡山岡山1120022002年年

宮崎宮崎1120012001年年

大阪大阪1120002000年年

0019991999年年

報告県報告県CRSCRS報告数報告数年（西暦）年（西暦）

（感染症発生動向調査より）（感染症発生動向調査より）
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年齢群別新登録患者数の年齢群別新登録患者数の33年間の動き年間の動き

6,2806,280 (23.8%)(23.8%)6,3826,382 (22.5%)(22.5%)6,2256,225 (20.9%)(20.9%)8080歳以上（歳以上（%%））

9,9469,946 (37.7%)(37.7%)10,66010,660 (37.6%)(37.6%)11,48911,489 (38.6%)(38.6%)6060～～7979歳（歳（%%））

5,3735,373 (20.4%)(20.4%)5,8965,896 (20.8%)(20.8%)6,3376,337 (21.3%)(21.3%)4040～～5959歳（歳（%%））

4,4864,486 (17.0%)(17.0%)4,9804,980 (17.6%)(17.6%)5,2665,266 (17.7%)(17.7%)2020～～3939歳（歳（%%））

214214 (0.8%)(0.8%)284284 (1.0%)(1.0%)302302 (1.0%)(1.0%)1515～～1919歳（歳（%%））

8585 (0.3%)(0.3%)117117 (0.4%)(0.4%)117117 (0.4%)(0.4%)00～～1414歳（歳（%%））

26,38426,384

〈〈20.620.6〉〉

28,31928,319

〈〈22.222.2〉〉

29,73629,736

〈〈23.323.3〉〉

新登録患者数（人）新登録患者数（人）

〈〈罹患率：罹患率：1010万対率万対率〉〉

20062006（平成（平成1818）年）年20052005（平成（平成1717）年）年20042004（平成（平成1616）年）年

結核研究所ＨＰ：「結核の統計結核研究所ＨＰ：「結核の統計20072007」より」より

水痘による入院例、死亡例調査（平成水痘による入院例、死亡例調査（平成1717年年11月～月～1212月月：：回収率回収率37.337.3％％））
厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究

主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷 齊、浅野喜造、堤齊、浅野喜造、堤 裕幸、多屋馨子裕幸、多屋馨子
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水痘基礎疾患の増悪

水痘合併症

水痘のみ

合併症第1位熱性痙攣、2位肺炎、3位気管支炎、
4位肝機能異常、5位皮膚細菌感染症

この内3名死亡
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帯状疱疹・Ramsay-Hunt症候群による入院例、死亡例調査
（平成17年1月～12月：回収率37.3％）

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究
主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷主任研究者：岡部信彦、分担研究者：神谷 齊、浅野喜造、堤齊、浅野喜造、堤 裕幸、多屋馨子裕幸、多屋馨子
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帯状疱疹 Ramsay-Hunt症候群

1歳～107歳:中央値70歳

急性脳炎の年別・月別報告数推移急性脳炎の年別・月別報告数推移
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急性脳炎の病原体急性脳炎の病原体

国立感染症研究所感染症情報センター国立感染症研究所感染症情報センターHPHPよりより
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国立感染症研究所感染症情報センター国立感染症研究所感染症情報センターHPHPよりより

予防接種で予防可能疾患に対する予防接種で予防可能疾患に対する
国民の免疫保有率国民の免疫保有率（感染症流行予測調査より）（感染症流行予測調査より）

55年ごとの調査のため、今年度調査が実施されています。年ごとの調査のため、今年度調査が実施されています。
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結核研究所ＨＰ：「結核の統計結核研究所ＨＰ：「結核の統計20072007」より」より

多屋馨子、新井多屋馨子、新井 智、佐藤智、佐藤 弘、上野久美：日本における日本脳炎の疫学状況弘、上野久美：日本における日本脳炎の疫学状況..小児科小児科.. 47(3);28947(3);289--295,2006295,2006より抜粋より抜粋

日本脳炎患者報告数：日本脳炎患者報告数：19651965年～年～20052005年年

19721972--20052005年年

19911991--20052005年年

19541954--1966; 1966; 勧奨接種勧奨接種 19671967--1975; 1975; 特別対策特別対策 19761976～～ 平常時臨時接種平常時臨時接種

1989; 1989; 北京株導入北京株導入

1994; 1994; 定期接種定期接種導入導入
20052005; ; 
積極的積極的
勧奨の差し控え勧奨の差し控え
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野生株ポリオウイルスの現在の分布（野生株ポリオウイルスの現在の分布（20072007年年1212月月1111日～日～20082008年年66月月1010日）日）

**Excludes viruses detected from environmentalExcludes viruses detected from environmental
surveillance and vaccine derived polio viruses.surveillance and vaccine derived polio viruses.

野生株ポリオ野生株ポリオ 11型型

野生株ポリオ野生株ポリオ 33型型
野生株ポリオ野生株ポリオ 11およびおよび33型型

輸入例あるいは輸入後の集団発生国輸入例あるいは輸入後の集団発生国
流行国流行国

The boundaries and names shown and the designations used on thisThe boundaries and names shown and the designations used on this map do not imply the map do not imply the 
expression of any opinion whatsoever on the part of the World Heexpression of any opinion whatsoever on the part of the World Health Organization alth Organization 
concerning the legal status of any country, territory, city or aconcerning the legal status of any country, territory, city or area or of its rea or of its 
authorities, or concerning the delimitation of its frontiers or authorities, or concerning the delimitation of its frontiers or boundaries.  Dotted boundaries.  Dotted 
lines on maps represent approximate border lines for which therelines on maps represent approximate border lines for which there may not yet be full may not yet be full 
agreement. agreement. 
©© WHO 2008 All rights reservedWHO 2008 All rights reserved

Data in WHO HQ as of 10 June 2008Data in WHO HQ as of 10 June 2008

20082008年現在の流行国：年現在の流行国：
ナイジェリアナイジェリア
インドインド
アフガニスタンアフガニスタン
パキスタンパキスタン

のの44ヶ国のみヶ国のみ
（この時点で約（この時点で約550550人の患者）人の患者）

細菌性髄膜炎の年齢群別原因菌の比較細菌性髄膜炎の年齢群別原因菌の比較（（20052005年年 N=N=309309））
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感染症発生動向調査感染症発生動向調査20062006年年88月月3131日現在日現在


